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Summary 
Th巴effectof substitution of sawdust to commercial carbonized poul住ymanur，巴 forits use as a 
broil巴rho us巴sheetingmat巴rialwas investigated. Three broil巴rhouses (2,000 broiler-scale) wer巴assigned
for 100%, 509t -substituted and control groups. As白巴resultof comparison of raising scores at marketing 
ag巴（54days), the high巴stprofit value in the past one y巴紅 wasobserved at the 50%-substitut巴dhouse. 
Although the rate of raising was slightly lower than the control house, body weight was excellent at the 
same house. These results indicated that 1 : 1 mixture would be the most suitable as a poul住yhouse 
she巴tingmaterial. Howev巴r,malodorant absorption ability of applied carbon was un巴xpectedlyw巴ak,and 
som巴poultswere suffocated to death by minute powders included in used carbon. This fact strongly sug-
gested the n巴cessityof new furnace dev巴lopmentspecialized for poultry m叩 urecarbonization. 
Key Words : carbonized poultry manur巴，broil巴rhouse sheeting material, rate of raising, malodorant ab-
sorption 
緒言
ブロイラー養鶏場から発生する鶏糞量は，一般に60nt／万羽・年と見積もられ，全国では実
に年間4×1ぴrの鶏糞が発生している．これまで，ブロイラー糞の大部分は，野積み，素堀
り，焼却処分，畑地への散布等によって処理されてきたが，これらの処理法は悪臭の発生・地
下水汚染といった環境問題を引き起こしてきた1). そのため平成11年に家畜排植物法が制定さ
れ，家畜糞尿の処理を中規模以上の生産者に義務化し， 5年後には罰則付きの管理基準を実施
する事になった．このことは 養鶏が盛んな地域では家畜排植物対策の実施がますます急務と
なったことを意味する．鶏糞の処理法として最も有望視されているのは堆肥化であり研究例も
多いが3-5），将来，牛豚由来の堆肥生産の増大が見込まれる現況下では堆肥への変換は必ずし
も最良の選択肢とはならないと考えられ，環境に優しい新規処理技術を早急に開発する必要に
迫られている．
堆肥化の次の処理方法として有力視されているのは焼却処分であるが，完全に灰化してしま
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うことは2次的な廃棄物を生産することとなるうえに，高額な初期投資を回収できず，維持費
とランニングコストの捻出にも困難が生じる可能性が大きい．そこで，新たな鶏糞処理法とし
て，鶏舎から排出された敷料を炭化し，オガクズ代替敷料としてリサイクルする方法を発案し
検討を行うこととした．すなわち，廃棄物としての鶏糞の発生を抑制すると同時に敷料コスト
の低減を試みるものである．また，炭化鶏糞には臭気等の有害物質の吸着能が期待され，鶏舎
内環境を向上させることも期待された．本研究では，本リサイクル法の有効性を確認すること
を目的とし，オガクズ敷料の全部または半量を市販の鶏糞炭に代替し，鶏舎内臭気ガス組成の
変化を測定するとともに，育成率や収益性なと守について検討を行った．
材料および方法
1.炭化鶏糞
土壌改良剤として市販されている鶏糞炭（（槻十文字バイオアベックス製，炭太郎）を使用し
た．
2.鶏舎
佐賀県西有田町の民間養鶏場（F養鶏場）の4,000羽規模の鶏舎を，各々対照区（オガクズ
使用），半量置換区（オガクズ：鶏糞炭＝ 1 : 1の混合敷料を使用）および全量置換区（鶏糞
炭のみ使用）に割り当て，平成10年12月30日の入雛時から，平成11年2月22日の出荷時（54日
齢）まで同一鶏舎を使用した．
3.臭気測定
検知管法によりアンモニア，硫化水素およびメチルメルカブタンを測定した．測定は高橋ら
の方法6）を改良して以下のように行った．すなわ
ち，約60×40×25cmの発泡スチロール製の箱を裏
返しに敷床上に置き，約40分経過後，箱上部（箱
底）に聞けた小穴より検知管を挿入し，ガステツ
ク検知器ポンプで箱内の空気を吸引して測定した．
検知管は，アンモニアについては3Mタイプまた
は3Laタイプを，硫化水素については4Lタイ
プをイ吏用した．
メチルメルカプタンについては，鶏舎内では検
知管感度に達する濃度で検出できなかった．そこ
で，鶏舎内8カ所からまんべんなく敷料を採取し
て良く混合した後，その200gを2e容タツパー
に入れ， 30℃に保った恒温器内に 5時間放置後，
ヘッドスペースに発生したメチルメルカブタンを
検知管（タイプ： 71）にて測定した．
4.アンモニア吸着能測定
図1に示したような容器内に飽和させたアンモ
ニアガスを鶏糞炭あるいはオガ、クズに吸着させ，
1 Q容プラスチック容器
炭（鶏糞炭、活性炭）
日一50 1£容
！ビー カー
1.0% 引
アンモニア溶液 f
(50 μ Q）』
図1 アンモニア吸着能測定方法
林・藤田：炭化鶏糞の鶏舎内敷料としての有効性に関する研究 95 
容器内濃度変化を検知管法にて測定した．すなわち， 1 t容プラスチック容器内に50mE容ビー
カーを置き，その上部に炭1.5gを入れたシャーレを配置した.1.Ow/v%濃度のアンモニア溶液
50μ eをビーカー内に滴下後，直ちに蓋をして， 37℃の恒温器内に入れた. 3時間の静置後，
小蓋を開け，検知管を挿入して容器内ガスを吸引し，アンモニア濃度を測定した．
5.粉塵測定
ジーエルサイエンス社製アルミ製櫨紙ホルダーに重量既知のガラス繊維櫨紙（47¢）をセッ
トし，櫨過捕集法川こより鶏舎中央部の高さ約50crnの粉塵量を測定した．この時の吸気量は，
3,000 tとした（体積流量速度25e /min×2時間）．体積流量速度および積算流量の測定は
STEC製F工OL町Emodel SEF50を用い，吸引ポンプにはオリオン機械製ドライポンプtypeKMB
40を使用した．また，吸引時間はオムロン製ソリッドステートタイマ－－－＇ H3CRによりポンプ
のスイッチングを行い，各測定で一定の吸引時間となるようにした．鶏舎内粉塵量は櫨紙上に
捕集された粉塵による増加重量と積算流量より単位体積（rd）当たりの粉塵量を算出した．
6.鶏糞炭の走査型電子顕微鏡（SEM）観察
クロマトグラフ用粉末活性炭（和光純薬工業製），市販鶏糞炭（炭太郎）および試作鶏糞炭
について走査型電子顕微鏡（TOPCON¥栂製： AB下32）で観察した．ここで，試作鶏糞炭とは，
鶏糞を電気炉（トーマス科学器械製， TMF-5）で処理（480℃・ lhr）して調製した鶏糞炭で
ある．
結果および考察
1.飼育成績および収益率
表1～表4は， JA西有田・畜産指導課より提出された供試養鶏場の飼育成績・収益表であ
る．平成10年5～7月（表1) ' 7月～ 9月（表2)'10月～11月（表3），および試験を行っ
た平成10年12月～平成11年2月分（表4）のデータついて提供を受けた．また，試験期のC,
D, E鶏舎について，鶏舎毎の成績も別途提供を受けた（表5）.ただし，提出された試験鶏
舎の個別成績には薬品代・水道光熱費・部会費・ノコクズ代金の内訳が示されていなかったこ
とから，これらの値については表4中の該当数値を出荷羽数をもとに鶏舎毎に案分し，推定値
として示した．この時，オガクズ代金については，全量置換区0円，半量置換区は半額となる
よう配慮して算出した（表6).
表中に示された成績の内，平均体重・育成率および収益をグラフ化し，図2～4に示した．
まず＼図2の平均体重について見てみると，試験実施期間である12月～2月における試験鶏舎
(CD E）平均値が，同期のF鶏舎あるいはG鶏舎より勝っており，また同年5～7月期およ
び7～9月期の同鶏舎の結果より優秀であった．試験を行ったC,D, Eの各鶏舎聞で比較す
ると，半量置換区（C鶏舎）が最も成長が良く，対照区（E鶏舎）で最も低い値となった．し
かしながら，他期間のデータと比較するとわかるように，出荷時の平均体重は飼育時期・鶏舎
による差異が大きく，過去の実績においても一定の傾向は認められない．従って，今回の平均
体重の結果も通常の変動範囲内に入っていると考えられた．
続く図3は育成率（出荷羽数／入雛羽数）の結果を示したものであるが，全量置換区におい
て低値を示し（87.7%），対照区が最も高かった．半量置換区はその間にあり，ほほ従来実績
の平均値であった．図4にはー羽当たりの収益金額を示したが，半量置換区では試験期の最高
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表l 西有田町F養鶏場の5月～7月期の飼育成績・収益表 金額：円，体重： kg
平成10年5月～7月
鶏 益仁3詮 CDE AB F G rロ、 計
鶏舎形態（坪） 214.0 264.0 343.0 392.0 1,213.0 
耳 標 No 
入雛月日 2010/05/09 2010/05/10 2010/05/14 2010/05/17 
出荷月日 2010/07/02 2010/07/03 2010/07/06 2010/07/09 
飼育日令 54 54 53 53 53.5 
入雛羽数 9,270 9,682 14, 111 16,171 49,234 
飼 出荷羽数 8, 743 9,009 12,996 15,376 46,124 
育 出荷総体重 24,349.30 24, 661. 60 33,883.70 39,717.60 122,612.20 
成 育 成 法ー「て 94.31 93.05 92. l 95.08 93.68 
五責
平均体重 2.79 2. 74 2.61 2.58 2.66 
飼料総量 54,400 54,220 76,240 85,080 269,940 
羽当給与量 6.22 6.02 5.87 5.53 5.90 
飼料要求率 2.23 2.2 2.25 2.14 2.20 
一日増体量 51. 6 50.7 49.2 48.7 49.7 
食鳥代金 4,000,218 4,045,070 5,555,536 6,544,696 20,145,520 
素雛代金 562,500 587,500 856,250 981,250 2,987,500 
飼
前 期
料 後 期
飼 代 仕 上 げ 2,761,080 2, 751,945 3,869,573 4,318,247 13, 700,845 
金
言十
育
ぷロ〉、 2, 761,080 2,751,945 3,869,573 4,318,247 13, 700,845 
4ヲR・ー 口［］日 代 158,242 165,275 240,879 276,044 840,440 
成
水道光熱費 52,953 55,307 80,606 92,374 281,240 
出責 出荷運賃 194, 794 197,292 271,070 317, 741 980,897 
音日 乏＂と、; 費 11,000 2,023 2, 778 3,272 19,073 
販売手数料
のこくず 39,876 41, 648 60,701 69,562 211, 787 
差し引き利益 219,773 244,080 173,679 486,206 1,123,738 
一羽単価 457.5 449 427.5 425.6 436.8 
一羽当り収益 25. l 27. l 13.4 31. 6 24.4 
経
K G販売単価 164.3 164 164 164.8 164.3 
戸邑旦． K G販売利益 9 9.9 5.1 12.2 9.2 
内 価格差補填金 54,400 54,220 76,240 85,080 269,940 
行廿与， 差し引き利益 274, 173 298,300 249,919 571,286 1,393,678 
一羽当り収益 31.4 33.1 19.2 37.2 30.2 
坪当り羽数 43.3 36.7 41.1 41.3 40.6 
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表2 西有田町F養鶏場の7月～9月期の飼育成績・収益表 金額：円，体重： kg
平成10年7月～ 9月
主号 舎 CDE AB F G l口』 計
鶏舎形態（坪） 214.0 264.0 343.0 392.0 1,213.0 
耳 標 No 
入雛月日 2010/07/18 2010/07/19 2010/07/24 2010/07/26 
出荷月日 2010/09/10 2010/09/09 2010/09/16 2010/09/18 
飼育日令 54 52 54 54 53.5 
入雛羽数 8, 755 10,815 14, 111 16,171 49,852 
飼 出荷羽数 8, 112 10,088 13,328 15,896 47,424 
育 出荷総体重 22,253.10 25,875.80 34, 310 42,247.10 124, 686.10 
成 育 成 率 92.66 93.28 94.45 98.3 95.13 
高責
平均体重 2. 74 2.57 2.57 2.66 2.63 
飼料総量 49,500 55,500 72,000 89,500 266,500 
羽当給与量 6.10 5.50 5.40 5.63 5.60 
飼料要求率 2.22 2.14 2.10 2.12 2.14 
一日増体量 50.8 49.3 47. 7 49.2 49.2 
食鳥代金 3, 664, 100 4,271,079 5,645, 725 6,981,841 20,562,745 
素雛代金 531, 250 656,250 856,250 981,250 3,025,COO 
飼
前 期
キヰ 後 期
飼 代 仕 上 げ 2,482,093 2,782,952 3,610,316 4,487,824 13,363,185 
金
育
メ口ミ、 2,482,093 2,782,952 3,610,316 4,487,824 13,363,185 
薬 日CJ日 代 120,367 148,688 194,003 222,324 685,382 
成
水道光熱費 18,080 22,334 29, 141 33,395 102,950 
績 出荷運賃 1,178,025 207,006 274,481 337,977 997,489 
部 4』三 費 1,832 2,136 2,823 3,490 10,281 
販売手数料
のこくず 35,673 44,066 57,496 65,890 203,125 
差し引き利益 296, 780 407,647 621, 215 849,691 2,175,333 
一羽単価 451. 7 423.4 423.6 439.2 433.6 
一羽当り収益 36.6 40.4 46.6 53.5 45.9 
経 K G販売単価 164.7 165.1 164.5 165.3 164.9 
戸邑'4 K G販売利益 13. 3 15.8 18.1 20.1 17.5 
内 価格差補填金 49,500 55,500 72,000 89,500 266,500 
4七手？ 差し引き利益 346,280 463, 147 693,215 939,191 2,441,833 
一羽当り収益 42.7 45.9 52.0 59.1 51. 5 
坪当り羽数 40.9 41. 0 41.1 41. 3 41.1 
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表3 西有田町F養鶏場の10月～11月期の飼育成績・収益表 金額：円，体重： kg
平成10年10月～11月
鶏 益口と CDE AB F G メ口与 計
鶏舎形態（坪） 214.0 26430 343.0 392.0 1,213.0 
耳 標 NG 
入雛月日 2010/10/06 2010/10/06 2010/10/10 2010/10/14 
出荷月日 2010/11/30 2010/11/28 2010/12/4 2010/12/5 
飼育日令 55 53 55 52 53.6 
入雛羽数 9,888 12,154 15,965 17, 510 55,517 
飼 出荷羽数 9,304 11, 192 15,248 16,272 52.016 
育 出荷総体重 27,215.40 32,949 45,909.80 47,695 153,769.40 
成 育 成 法.； 94.09 92.08 95.51 92.93 93.69 
績 平均体重 2.93 2.94 3.01 2.93 2.96 
飼料総量 58,000 70,000 99,000 105,000 332,000 
羽当給与量 6.23 6.25 6.49 6.45 6.40 
飼料要求率 2.13 2.12 2.16 2.20 2.16 
一日増体量 53.2 55.5 54.7 56.4 55.1 
食鳥代金 4,493,054 5，必4,351 7,566,644 7,832,044 25,336,093 
素雛代金 600,000 737,500 968,750 1,062,500 3,368,750 
飼
前 期
キヰ 後 期
飼 代 仕 上 げ 2,900,673 3,500,812 4,951, 148 5, 251, 217 16,603,850 
'ID: 人
言十
育
lロ込 2,900,673 3,500,812 4,951,148 5,251,217 16,603,850 
薬 口CJ口 代 76,567 94, 113 123,623 135,587 429,890 
成
水道光熱費 42,733 52,526 68,997 75,674 239,930 
績 出荷運賃 217, 723 263,594 367,278 381,560 1, 230, 155 
音日 ぷ.］，、( 費 3,859 4,744 6,231 6,834 21,668 
販売手数料
のこくず 25,045 30, 782 40,437 44,352 140,616 
差し引き利益 626,454 760,280 1,040, 180 874,320 3,301,234 
一羽単価 482.9 486.5 496.2 481. 3 487.1 
一羽当り収益 67.3 67.9 68.2 53.7 63.5 
経
K G販売単価 165. l 165.2 164.8 164.2 164.8 
戸邑, K G販売利益 23.0 23.1 22.7 18.3 21. 5 
内 価格差補填金 58,000 70,000 99,000 105,000 332,000 
d廿t・ 差し引き利益 684,454 830,280 1,139,180 979,320 3,633,234 
一羽当り収益 73.6 74.2 74. 7 60.2 69.8 
坪当り羽数 46.2 46.0 46.6 44.7 45.8 
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表4 西有田町F養鶏場の12～2月期の飼育成績・収益表 金額：円，体重： kg
平成10年12月～平成1年2月
鶏 舎 CDE AB F G メ口斗 言十
鶏舎形態（坪） 214.0 264.0 343.0 392.0 1,213.0 
耳 標 No 
入雛月日 2010/12/30 2010/12/30 2011/1/5 2011/1/6 
出荷月日 2011/02/22 2011/2/23 2010/2/25 2010/2/26 
飼育日令 54 55 51 51 52.8 
入雛羽数 9,579 12,360 15,244 16,686 53,869 
飼 出荷羽数 8,816 11,472 14,589 15,685 50,562 
育 出荷総体重 24, 961. 60 34,477.20 38, 911. 80 43,085.20 141, 435. 80 
成 育 成 法ー「て 92.03 92.82 95.7 94.0 93.86 
績
平均体重 2.83 3.01 2.67 2. 75 2.80 
飼料総量 53,800 73,980 79,000 91,000 297,380 
羽当給与量 6.10 6.45 55.42 5.80 5.90 
飼料要求率 2.16 2.15 2.03 2.11 2.1 
一日増体量 52.4 54.6 52.3 53.9 53.1 
食烏代金 4,080,173 5,647,103 6,354, 811 7,042,481 23,124,568 
素雛代金 581,249 750,000 925,000 1,012,500 3,268,749 
飼
前 期
料 後 期
飼 代 仕 上 げ 2,681,131 3, 709,605 3,961,325 4,563,045 14,915,106 
金
育
£口〉． 計 2,681,131 3,709,605 3,961,325 4,563,045 14,915,106 
薬 口口 代 82,216 106,085 130,839 143,215 462,355 
成
水道光熱費 131,799 170,063 209, 744 229,584 741,190 
績 出荷運賃 199,692 275,818 311, 294 344,682 l, 131, 486 
部 ぷ.£，、' 費 3,656 4, 718 5, 189 6,369 20,562 
販売手数料
のこくず 36,009 46,463 57,304 62, 724 202,500 
差し引き利益 364,421 584,351 753,486 680,362 2,382,620 
一羽単価 462.8 492.3 435.6 449 457.4 
一羽当り収益 41. 3 50.9 51. 7 43.4 47. l 
経 K G販売単価 163.5 163.8 163.3 163.5 163.5 
ρ白主4 K G販売利益 14.7 17.0 19.4 15.8 16.9 
内 価格差補填金 53,400 73,980 79,000 91,000 297,380 
，廿ザ与 差し引き利益 417,821 658,331 832,486 771,362 2,680,000 
一羽当り収益 47.4 57.4 57.l 49.2 53.0 
坪当り羽数 43.9 46.8 44.4 42.6 44.4 
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表5 試験鶏舎の飼育成績－収益表（12月～2月期） 金額：円，体重： kg
対照区（E) 半量置換（C) 全量置換（D) i口'- 計
鶏舎形態（坪） 94.0 62.0 62.0 218.0 
耳 車票 No 
入雛月 日 2010/12/30 2010/12/30 2010/12/30 
出荷月 日 2011/02/22 2011/02/22 2011/02/22 
飼育日令 54 54 54 54 
入雛羽数 4,379 2,600 2,600 9,579 
飼
出荷羽数 4,128 2,408 2,280 8,816 
育 出荷総体重 1, 352. 80 7,045.80 6,653.00 24, 961. 60 
成 育 成 率 94.27 92.62 87.69 92.03 
績 平均体重 2.75 2.93 2.88 2.83 
飼料総量 24,300 14,750 14,750 53,800 
羽当給与量 5.89 6.13 6.47 6.10 
飼料要求率 2.14 2.09 2.25 2.16 
一日増体量 50.9 54.2 53.3 52.4 
食鳥代金 1,855,706 1,151,692 1,072,775 4,080,173 
素雛代金 265,625 157,812 157,812 581,249 
飼
前 期
料 後 期
帝王
代 仕 上 げ 1,219,347 730,892 730,892 2,681,131 
五〈ー一
戸呂u. 
£ロ〉ー 言十 1,219,347 730,892 730,892 2,681,131 
薬 ロ仁ロ] 代
収
水道光熱費
支 出荷運賃 90,822 56,366 52,504 199,692 
苦E メ-1、 費
販売手数料
のこ く ず
差し引き利益 279,912 206,622 131,567 618,101 
一羽単価 449.5 478.3 470.5 462.8 
一羽当り収益 67.8 85.8 57. 7 70.1 
経
K G販売単価 163.5 163.5 163.5 163.5 
営 K G販売利益 24.7 29.3 20.1 24.8 
内 価格差補填金 24,300 14,750 14,750 53,800 
n七ヤ？ 差し引き利益 304,212 221,372 146,317 671, 901 
一羽当り収益 73.7 91. 9 64.2 76.2 
坪当り羽数 46.6 41. 9 41. 9 43.9 
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表6 薬品代・水道光熱費・部会費・販売手数料およびノコクズ代金を推算し，差し引き利益および
一羽あたり収益を再計算した成績（試験鶏舎， 12月～2月期） 金額：円，体重： kg
対照区（E) 半量置換（C) 全量置換（D) 1口込 言十
鶏舎形態（坪） 94.0 62.0 62.0 218.0 
耳 標 Nn 
入雛月 日 2010/12/30 2010/12/30 2010/12/30 
出荷月 日 2011/02/22 2011/02/22 2011/02/22 
飼育日令 54 54 54 54 
入雛羽数 4,379 2,600 2,600 9,579 
飼 出荷羽数 4,128 2,408 2,280 8,816 
育 出荷総体重 11,352.80 7,045.80 6,653.00 24, 961. 60 
成 育 成 率 94.27 92.62 87.69 92.03 
高責
平均体重 2.75 2.93 2.88 2.83 
飼料総量 24,300 14,750 14, 750 53, 8CD 
羽当給与量 5.89 6.13 6.47 6.10 
飼料要求率 2.14 2.09 2.25 2.16 
一日増体量 50.9 54.2 53.3 52.4 
食鳥代金 1,855,706 1,151,692 1,072, 775 4,080,173 
素雛代金 265,625 157,812 157,812 581, 249 
飼
前 期
料 後 期
経 代 仕 上 げ 1,219,347 730,892 730,892 2,681,131 
金
営
iロ〉、 言十 1,219,347 730,892 730,892 2,681,131 
薬 口じl 代 38,497 22,456 21,263 82,216 
収
水道光熱費 61,713 35,999 34,087 131,799 
支 出荷運賃 90,822 56,366 52,504 199,692 
部 ぷ:i、 費 1, 712 998 946 3,656 
販売手数料
のこ く ず 27,878 8, 131 。 36,009 
差し引き利益 150,112 139,038 75,271 364,421 
一羽単価 449.5 478.3 470.5 462.8 
一羽当り収益 36.4 57.7 33 41. 3 
経 K G販売単価 163.5 163.5 163.5 163.5 
P白'4 K G販売利益 24.7 29.3 20.1 24.8 
内 価格差補填金 24,300 14,750 14,750 53,800 
，廿T与・ 差し引き利益 174,412 153, 787 90,022 418,221 
一羽当り収益 42.3 63.9 39.5 47.4 
坪当り羽数 46.6 41. 9 41. 9 43.9 
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図2 各飼育期における出荷鶏の平均体重
注） AB, F, Gは異なる鶏舎棟。 CD Eは， C, D, E棟の平均値
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図3 各飼育期における鶏舎毎の育成率
注） AB, F, Gは異なる鶏舎棟。 CD Eは， C, D, E棟の平均値
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値を示した．全量置換区においても対照区を僅かに上回り，育成率が高ければ良好な結果が得
られたことが予想される．
以上のように，生育状況および収益性は同年度の実績と比較しでも，あるいは今期の他鶏舎
の結果と比較しでも明白な差異は認められなかった．全量置換鶏舎の低育成率の原因は，飼育
後期の死鶏の発生によるものであるが，全量置換区の平均体重は対照区を上回っており，また
致命的な感染症の発生も認められていないなど，低い育成率につながった直接の原因は不明で
ある．いずれにしても，これらの結果からは，鶏糞炭敷料の使用による育成率・収益性の明確
な向上は認められなかったものの，使用を否定するような低下も認められなかった．収益性と
いう観点から見れば，半量置換区で良好な値が得られたことは，適切な使用量（混合比）を設
定することにより鶏糞炭の使用が有利に作用する可能性を強く示唆する結果であると考えられ
る．
2.臭気測定結果
鶏の習性とも関係あるものと思われるが，鶏舎内敷料には湿った状態の部分と乾燥した状態
の部分が存在する．そこで，湿潤部分と乾燥部分を個別に測定し，整理したところ，図5のよ
うにアンモニア濃度は乾燥部分で明らかに高い傾向があった．この傾向は，乾燥糞の方がアン
モニア濃度が低いとするレイヤー糞とは異なる結果であった8）.おそらくブロイラー敷料にお
いては，湿潤な領域ではアンモニアが水和しており，空気中へ発散しにくい状態にあるものと
思われる．これに対して，硫化水素については湿潤状態の部分の方が概して高い傾向があった
（図6）.これは硫化水素が直接鶏糞から発生したものではなく（あっても低濃度），排便後に
微生物により産生されたされた可能性を示唆している．微生物による代謝が盛んに行われるた
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岨
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図6 各試験区鶏舎内の乾燥および湿潤部に
おける硫化水素濃度
表7 採取した敷料を密閉容器内で30℃× 5時間
の平衡化後，ヘッドスペースに発生したメ
チルメルカプタン濃度（ppm)
全量置換 半量置換 対照
飼育日数
乾燥湿潤乾燥湿潤乾燥湿潤
22 0 0 0 0 0 0 
30 2 0 2 0 0 0 
2 0 0 2 0 0 
45 
400 
巨翌日
???（? ?
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建200
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図5 各試験区の鶏舎内敷料上部の
アンモニア濃度
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めにはある程度以上の水分活性が必要であり 湿潤な部分でより多くの硫化水素が発生したも
のと考えられる．
表7には代表的臭気物質であるメチルメルカブタンの測定結果を示した．鶏舎内の測定では
検出限界以下であったが，採取した敷料を密閉容器内で加温すると，全量置換区および半量置
換区の試料のヘッドスペースに，わずかながらメチルメルカブタンが検出された．ただし，問
題しなければならない濃度には達しなかった．
3.鶏糞炭のアンモニア吸着能
上記のように，鶏舎内臭気は試験区と対照
区の聞で明確な差異が認められなかった．そ
こで，実験室レベルで鶏糞炭のアンモニア吸
着能を測定し，試薬活性炭および試作した鶏
糞炭との比較を行った．測定結果は図7に示
した．
図中破線は，コントロールのアンモニア濃
度，すなわち，炭を入れずに平衡化させた場
合の容器内アンモニア平衡濃度（約300ppm)
である．試薬活性炭の場合では，アンモニア
負荷量が増加しでも容器内アンモニアガスを
よく吸着し， 30μe (300ppm×6回）の負
荷をかけても完全に吸着除去された．鶏糞炭
およびオガクズも容器内に発生したアンモニ
アガスをよく吸着し，特に，オガクズは初回
のアンモニア負荷ではほぼ完全に吸着除去し
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図7 試薬活性炭，炭太郎およびオガクズのアン
モニア吸着能
一一 : 50μ eの1.0%アンモニア溶液による容器内
平衡濃度
た．しかしながら，鶏糞炭もオガクズも，負荷回数の増加に従い，除去能力の低下が認められ，
6回目の負荷では鶏糞炭で＇ 105ppm，オガクズで、60ppmのアンモニアガスが残留した．この結
果から，使用した鶏糞炭は臭気（アンモニアガス）吸着能を有しているものの，能力的にはオ
ガクズに大差ないことが明らかとなった．使用した鶏糞炭の焼成条件等不明の点が多いが，敷
市ヰとしてリサイクルするためには水蒸気賦活
化などの工程を設け，臭気物質吸着能の向上
をはかる必要性があると考えられる．ただし，
鶏舎内に数cm厚さに敷き詰める使用形態を考
えると，高性能活性炭とする必要は全くなく，
必要充分な吸着能の付与は比較的簡単に行え
るものと考えられた．
4.鶏舎内粉塵量
炭化鶏糞は，オガクズに比較すると，物理
化学的特性や粒度分布，あるいはその物性は
大きく異なる．特に，敷料として用いた場合，
焼成時に生じる微細粉は空気中に浮遊し，鶏
舎内環境を悪化させる可能性がある．そこで，
140 
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幽Z四回~ 60 
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20 
。
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ド会要
－・－全量置換鶏舎
＿＿＿＿.一半量置換鶏舎
一→・一対照鶏舎
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飼育日数
図8 j慮、過集塵法により測定した，鶏舎内50cm高
さにおける粉塵量（mg/ri')
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凶9 筋合内1j'.J'.t(21指令）
方法の項で示したような減過捕集法により粉塵量測定を行い，結果を｜兎18に示した．
凶のように，飼育日数14日日以降の測定結果からは，鶏舎内粉肱祉の布訟法は認められなかっ
た．しかしながら，飼育日数22日目に撮影した写真（図9）でわかるように，全位置換あるい
は半iU:世換期令では飲水器表面に鶏糞炭由来と思われるrn色の粉臨が航もり，鶏の体表にも炭
粉が付·~Yf していた． 今回の試験では， 入雛直後の様子の観察ができなかったが，飲水器表面や
鵡令内の梁よへのj黒粉の付着状況などから，入鶏初期にはかなりの粉l車が知令内を舞っていた
ものと思われる．特に，全i主置換鶏舎では飼育初日に10羽， 2日開に7羽の死亡鶏が発生し，
｜羽10 炭太郎の電子顕微鋭写以
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図11 試薬活性炭の電子顕微鏡写真
図12 試作鶏糞炭の電子顕微鏡写真
図13 オガクズの電子顕微鏡写真
死因は鶏糞炭製品中に含まれる微粉が鼻腔を塞いだための窒息死であった．同様の原因による
死鶏発生は「半量j「対照」鶏舎では認められていない．使用した炭化鶏糞は土壌改良剤およ
び融雪剤としての使用を主目的としており，今回のような敷料としての使用は念頭に置かれて
いない．そのため粒度分布はかなり広く，かつ微粒子側に寄っているものと考えられ，多量に
含まれる微細な粒子が鼻腔を塞いだものと考えられた．事実，使用した鶏糞炭（炭太郎）と試
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験的に調製した鶏糞炭および試薬活性炭，オガクズの SEM写真を比較すると（図10～13),
使用鶏糞炭中には非常に細かい粒子が含まれていた．したがって，鶏糞炭を敷料として使用す
る場合には，もっと粗粒子化する必要が考えられ，微粉が発生しないような炭化条件の工夫と，
炭化後のハンドリングに注意を要すると考えられた．また，敷料を鶏舎内に展開する時に敷料
に湿度を持たせ粉塵の浮遊を減らすなどの工夫も有効であると考えられた．
以上の結果を総合的に判断すると，炭化鶏糞を鶏舎内敷料としてリサイクルする場合，オガ
クズとの混合比を50%程度にすることが望ましいと考えられる．ただし，使用した鶏糞炭は期
待したほどの臭気物質吸着能を有しておらず，さらに微粉炭を多く含み，鶏舎内環境に悪影響
を及ぼした．使用した鶏糞炭の焼成条件が明らかにされていないため詳細は不明で、あるが，ロー
タリーキルンにより製造された可能性が大きく，その場合微細な粒子の発生は避けられない．
従って，今後，敷料としてのリサイクルを前提とした炭化鶏糞の焼成に特化した，新規な炭化
炉の開発が必要で、あると考えられた．
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摘 要
炭化処理した鶏糞を，鶏舎内敷料としてリサイクルした場合の，鶏舎内臭気低減効果および
飼育成績向上効果について調査する事を目的とし，市販の炭化鶏糞を代替敷料として用い，
2,000羽規模の鶏舎を使用した試験を行った．すなわち， 3鶏舎を全量置換，半量置換および
対照区とし，敷料表面臭気，鶏舎内粉塵量および、飼育成績等について比較試』験を行った．その
結果，半量置換区では収益率がここ 1年間の最高値を示すなどの良好な結果も得られたが，臭
気低減効果についてはオガクズ使用の場合と明確な差異は認められなかった．そこで，アンモ
ニア吸着能につい調べたところ，市販の鶏糞炭はオガクズよりも吸着能が弱く，焼成条件の検
討の必要性が示唆された．また，焼成時に生成したと思われる微粉炭が多く含まれ，飼育初期
に窒息鶏の発生につながるなどのトラブルが認められたことから，敷料用鶏糞炭製造に特化し
た炭化炉の開発の必要性が強く示唆された．
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